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1 はじめに

３月上旬、管内の開業獣医師から「和牛が過肥で、発情が来なく、種が全く付かない」との

連絡を受けた。そこで、家保、普及所、開業獣医師でチームを組み、家保は血液検査、普及

所は給与飼料設計、開業獣医師は繁殖検診等と役割分担を行い、不受胎の原因究明と対策を

行ったので、その概要について報告する。

２ 農場概要

農場は、黒毛和種雌を３４頭飼養し、単独牛房

で分離給与の飼養形態をとっている。以前は、肥

育経営を行っていたため、１頭当たりの飼育スペ

ースが広く使われていた（図１）。

３ 調査及び検査内容

繁殖状況の確認、栄養度判定、血液検査、給与

飼料分析、検討会を表１の通り行ってた。

４ 調査及び検査結果

（１）繁殖状況

連絡を受けた３月時点で、３４頭中１１頭が長

期不受胎で、不受胎率は３２．４％であった。平

均種付け回数は３．８回で、３回以上種付けをし

ても受胎をしない牛が５頭確認された。また、平

均空胎日数は２３３．５日で、１年以上も空胎の

牛が４頭も確認された。(表２)

担当獣医師の聞き取りでは、治療してもホルモ

ン剤に反応しない牛が多いとのことであった。

（２）栄養度

図２のとおり、過肥により背中が平らで、尾根

部に大きな尾枕が付着している。栄養度判定では、



繁殖和牛の場合、栄養度が６が適正であるが、こ

の農場の３月時点での平均栄養度は７．８で、７

以上が大半を占めていた。

また、以前、肥育経営を行っていたなごりか、

飼養管理に何らかの問題があると推察された。

（３）血液検査

血液検査で問題のある箇所を抜粋した。（表３）

血中Ｃａの平均値が、９．３mg/dlに対し、Ｐが

８．８mg/dlと高い傾向にあり、ＣａとＰのバラ

ンスが崩れていることが確認された。一般にＰが

高い場合、濃厚飼料の成分に問題があると言われ

ている。

（４）飼料分析

維持期の給与飼料成分の充足率を体重別に表４

に示した。蛋白とエネルギー、ＣａとＰがそれぞ

れ過剰に供給されていることが判明した。また、

ＣａとＰの値が逆転し、バランスも崩れているこ

とが確認された。

さらに、分娩後の子宮回復期に蛋白とエネルギ

ーが不足し、栄養不足に陥っていることも判明し

た。

５ 不受胎の原因

以上の検査結果から、自家配合飼料に何らかの

問題があることが判明した。自家配合飼料は、安

いエサを組み合わすため、ビタミン類や微量ミネ

ラルが低く、Ｐが高くなり、ＣａとＰのバランス

が崩れる傾向にある。一般に、不受胎牛ではＰが高い傾向にあると言われている。

また、分娩後の子宮回復期にエネルギー不足に陥っていることから、卵巣や子宮の回復が

悪いことが考えられた。

さらに、給与していた乾草が２番草で、栄養価が低く、繁殖で重要なβ-カロチンの値が低

かった可能性も示唆された。その他、へイキューブの在庫不足やビタミン剤の補給が無いな

ど、重度のビタミン不足も不受胎の要因として考えられた

６ 改善案

繁殖性を上げながら体重を減らすという相反する難題に、まずは、繁殖性を上げることに



重点をおいた対策とった。自家配合飼料をビタミ

ンや微量ミネラルが多く含み、栄養バランスの良

い購入配合飼料に変更した。

また、分娩前、分娩後、維持期の３パターンに

分け、太らず栄養不足に陥らない飼料設計を行っ

た。飼料設計のポイントとして、過剰な蛋白やエ

ネルギーを減らしながら、ＣａとＰのバランスを

改善している。その他、分娩前後には、液状ビタ

ミン剤の補給を行った。

表５に維持期の給与メニューと充足率を示した。蛋白、エネルギー、Ｃａ、Ｐが適正な値

となってる。

７ 改善後の途中経過と問題点

４ヶ月後の７月時点でＣａとＰの値を表６に示

した。７月にはＰの値が正常に戻り、ＣａとＰの

バランスが改善されている。

また、この時期の繁殖成績として、１頭が種が

付かず肉として出荷されたが、発情が回帰し、１

０頭中、３頭が妊娠、３頭が妊娠鑑定待ちと、改

善効果が現れた。

しかしながら、依然種が付かない牛がいたため、

ビタミンの充足を検証する目的で、改めてビタミ

ン検査を行った（図３）。

その結果、ビタミンＡ、βｰカロチン、ビタミ

ンＥなど繁殖に必要なビタミン類が依然として不

足していることが判明した（棒グラフの赤線が必

要量の目安）。

特に、β－カロチンは黄体機能に関係するため、

欠乏すると発情微弱や低受胎、早期流産を引き起

こすことが知られている。

今回の結果から、配合飼料に含まれるビタミン

だけでは不十分と考え、β－カロチンを含むビタ

ミン系のペレット剤を日量１００ｇ、分娩後、全頭に給与することを追加した。

８ 改善後の結果

１０月時点でのビタミン検査結果、栄養度、繁殖成績を下記に示した。



（１）ビタミン検査結果

図４に９頭のビタミン検査結果をした。ビタミ

ンＡ及びβｰカロチンがまだ低い個体がいたが、

殆どの個体でビタミン類が充足したことが確認さ

れた。

（２）栄養度判定

３月時点の平均値が７．８であるのに対し、１

０月では７．０と０．８ポイント低下した。

（３）繁殖成績

１１頭中２頭が不受胎のため出荷されたが、

最終的に１１頭中８頭が妊娠し、１頭が妊娠鑑

定待ちと、良好な成績が得られた（表７）。

９ 考察

給与飼料成分が改善された結果、追跡牛及び

追跡牛以外の牛も良好な発情が確認され、順調

に妊娠をしている。結論として、ミネラルバラ

ンスの改善や繁殖に必要なビタミン類の適正な

給与が繁殖性の向上に繋がったと考えられる。

今回のように、各組織が役割を分担協力することは、それぞれの得意分野を最大限に発揮

することができ、問題を早期に解決する上での近道となった。


